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豪雨により崩壊した貝塚線斜面の復旧

西日本鉄道株式会社 施設部
永尾 浩之

本発表の内容

１．斜面崩壊時の列車運行状況

２．降雨状況

３．斜面崩壊の現場状況

４．応急復旧作業

・・・崩壊直前の降雨量

・・・位置・範囲・土量の状況

・・・復旧作業の展開と運行再開後の安全確認

５．本復旧の設計

６．本復旧の工事

復 作業 展開 行再開後 安 確認

・・・斜面崩壊の原因分析と対策工法の検討

・・・着工準備状況

１．斜面崩壊時の列車運行状況

❑発生日時：平成21年7月24日（金）18時37分
❑場 所：貝塚線 三苫停車場～新宮停車場❑場 所：貝塚線 三苫停車場～新宮停車場

（13k110m付近、三苫3号踏切道
から新宮方約140m付近）

❑崩壊状況：山側切土部の一部が崩壊し、その
土砂が山側軌条近傍まで達した。

❑運行規制：●三苫駅～新宮駅間の運転見合せ
●貝塚駅 苫駅間 折返し運転●貝塚駅～三苫駅間の折返し運転
●三苫駅～新宮駅間バス代行輸送
●運休列車
7月24日：上り27本、下り26本
7月25日：上り15本、下り16本

２．降雨状況

❑福岡地方の豪雨概況

【出展：気象庁H21年報道発表資料】
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２．降雨状況

❑時間雨量（7月19日～26日間の最大時間降水量分布図）

福岡県福岡市福 県福 市

博多 116.0 mm

【出展：気象庁H21年報道発表資料】

２．降雨状況

❑時間雨量（7月19日～26日間の最大時間降水量分布図）

84.0mm

【出展：気象庁H21年報道発表資料】

２．降雨状況

❑累積雨量（7月19日～26日間の期間降水量分布図）

【出展：気象庁H21年報道発表資料】

２．降雨状況

❑期間降水量平年比図
（7月の月間平均雨量と7月19日～26日間の総雨量の比較）

【出展：気象庁H21年報道発表資料】
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３．斜面崩壊の現場状況

❑位置図
三苫3号踏切道 切土崩壊箇所

新宮方
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３．斜面崩壊の現場状況

❑崩壊範囲
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４．応急復旧作業

❑復旧人員（現地）

❑復旧機材

●バックホウ 3台

●当社 5名
●協力会社 13名 合計18名

●軌陸式ダンプトラック 2台
●ブルーシート 1式
●土のう袋 1式
●仮設土留め資材等 1式

４．応急復旧作業

三苫～新宮間
・線路閉鎖
電車線停電

①流出土砂撤去開始

・電車線停電
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４．応急復旧作業
②防護シート覆い

４．応急復旧作業
③崩壊土砂撤去

４．応急復旧作業
④崩壊土砂撤去完了

・線路閉鎖解除
・電車線送電

４．応急復旧作業
⑤応急復旧完了
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・試運転
・運行再開

４．応急復旧作業
⑥試運転列車による走行安全性の確認

４．応急復旧作業
⑦固定警戒による安全確認 正常ダイヤ復帰

❑斜面崩壊の原因分析

当該斜面の地盤構成は、基盤に非常

５．本復旧の設計

に強固な硬岩、その上に難透水性の
比較的強固な軟岩があり、表層には
著しく風化した堆積土がほぼ粘土状
態で存在していた。

堆積土

軟岩

硬岩

豪雨によって斜面の地盤内の間隙水
圧が上昇して飽和状態となる。

表層堆積土は、固結度が低い特徴があり、豪雨により土粒子間
の粘着力を失うことで、土のすべり抵抗が急激に低下。

のり肩付近の堆積土が突発的に「表層すべり」崩壊する現象に
至った。

対策工法は、斜面崩壊の原因分析に基づいて、表層

５．本復旧の設計

❑対策工法の検討

対策工法は、斜面崩壊の原因分析に基づいて、表層
の堆積土のすべり対策案を抽出。
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●斜面上部に近接する民家への環境性を重視

５．本復旧の設計

❑最適工法の選定

●斜面上部に近接する民家 の環境性を重視
⇒騒音・振動を極力低減する。
⇒飛散物防止を図る。

●施工上の制約条件
⇒線路敷き両側が切土構造であり、クレーン
等の大型機械は搬入できない。

５．本復旧の設計

❑ジオウエッブ工法の概要

植生土のう充填
1000ジオウエッブGW150L
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工事施工にあたっては、斜面上部に一般の住宅が
近接しているため、十分な防音・振動対策、飛散物
1月12日から本復旧工事に着手しており、現在施工

中であります。

６．本復旧の工事

近接 る 、十分な防音 振動対策、飛散物
防止に努め、安全かつ迅速に実施します。

おわりに

近年の降雨は、局所的かつ短時間に猛烈な豪雨と
なる傾向が著しい状況にあり、降雨に対する土構造なる傾向 著 状況 あり、降雨 対する 構造
物の防災機能向上が必要不可欠であることを再認識
した次第であります。

今後、盛土・切土を代表とする土構造物において
は、降雨に対する安定性ならびに地震時における安
全性について診断を実施していく方針であります。


